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	応用
	抗原情報
	背景
	SUNタンパク質は、核膜を跨いで核骨格とアクチン細胞骨格を繋ぐタンパク質ブリッジであるLINC複合体の一部を形成します。複合体の核膜側に位置し、LINC（核骨格と細胞骨格のリンカー）複合体の構成要素として、核ラミナと細胞骨格の結合に関与しています。LINC複合体によって確立される核質間相互作用は、核膜を介した機械的力の伝達、および核の移動と位置決めに重要な役割を果たします。具体的には、SYNE2とSUN2は、Fアクチンケーブルに結合した膜貫通アクチン関連核（TAN）ラインのアレイを形成し、アクチン依存性核運動中に核を逆行性アクチンの流れに連結します。中間核遊走（INM）に必要であり、大脳皮質の放射状ニューロン遊走およびグリア遊走中の核運動と中心体‐核結合に必須である。網膜光受容体前駆細胞の核遊走に必要であり、細胞質ダイニン‐ダイナクチンおよびキネシンモーター複合体、そしておそらくB型ラミンとの関連を示唆しており、SUN1とSUN2は冗長的に機能すると思われる。SUN1/2:KASH5 LINC複合体は減数分裂中にテロメアを微小管に結合させる。SUN1とSUN2は少なくとも部分的に冗長的に機能すると思われる。減数分裂の前期に染色体の動きを固定し、配偶子形成に必要なコーディングRNAと非コーディングRNAの選択的遺伝子発現に関与する。核膜へのテロメアの付着と配偶子形成に必要。また、エンドサイトーシス小胞上で RAB5-GDP の受容体として機能し、RAB5 の活性化に関与する可能性もあります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Jurkat 細胞溶解物における SUN2 発現のウェスタン ブロット分析。

